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物
故
者
慰
霊
塔
月
次
祭

12
月
11
日（
金
）午
前
10
時
〜

宝
蔵
神
社
月
次
祭
・
全
国
流
産
児

無
縁
霊
供
養
塔
供
養
月
次
祭

12
月
13
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

末
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精
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末
一
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12
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土
）午
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10
時
〜
正
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自
然
災
害
物
故
者
慰
霊
塔
月
次
祭

１
月
11
日（
月
）午
前
10
時
〜

宝
蔵
神
社
月
次
祭
・
全
国
流
産
児

無
縁
霊
供
養
塔
供
養
月
次
祭

１
月
13
日（
水
）午
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10
時
〜
正
午

末
一
稲
荷
神
社
月
次
祭

精
霊
招
魂
神
社
月
次
祭

１
月
19
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午

第
六
十一回
宝
蔵
神
社
新
年
会

１
月
１
日（
祝
）〜
３
日（
日
）

宝
蔵
神
社
月
次
祭
・
全
国
流
産
児

無
縁
霊
供
養
塔
供
養
月
次
祭

２
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時
〜
正
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社
月
次
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２
月
19
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金
）午
前
10
時
〜
正
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自
然
災
害
物
故
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慰
霊
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月
次
祭

２
月
11
日（
祝
）午
前
10
時
〜

建
国
記
念
の
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祝
賀
会

２
月
11
日（
祝
）午
前
11
時
〜

第
四
十
七
回
末一稲
荷
神
社
初
午
祭

２
月
３
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水
）午
前
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時
〜
正
午
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然
災
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物
故
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慰
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縁
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月
）午
前
10
時
〜

宝
蔵
神
社
月
次
祭
・
全
国
流
産
児

無
縁
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３
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二
〇
二
一
年（
令
和
三
年
）の
新
年
を
迎
え
て

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山
総
務
・
宮
司

　
　
　
　
　
堀
　
端
　
芳
　
樹

「
偶
然
は
な
い
」
と
知
る
祈
り

生
長
の
家
総
裁
　
谷
　
口
　
雅
　
宣

環境に対する国際規格

I S O 14001
認 証 取 得

宝蔵神社
鏡餅奉納

宝蔵神社に鏡餅
を奉納してご先
祖様に感謝を捧
げ、家族の益々の
円満調和を祈念
致しましょう。

―奉納金―
一 口 千 円 以 上

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。二

〇
一
九
年
の
五
月
一

日
に
、
皇
太
子
徳
仁
親
王

殿
下
が
第
一
二
六
代
天
皇

に
ご
即
位
な
さ
れ
ま
し
て

令
和
の
御
代
が
始
ま
り
、

早
い
も
の
で
は
や
令
和
三

現
象
世
界
と
は
、
原
因
と
結
果
の
法
則
を
通
じ
て
実
相
が

表
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
世
界
で
あ
る
。
植
物
の
種
を
蒔ま

け
ば
、

や
が
て
芽め

が
出
て
成
長
し
、
条
件
が
整

と
と
の
え
ば
花
を
咲
か
せ
、

そ
し
て
実
を
つ
け
る
。
種
ま
き
を
し
て
も
す
ぐ
に
実
は
で
き

な
い
よ
う
に
、
原
因
と
結
果
の
間
に
は
時
間
的
経
過
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
種
か
ら
実
は
直
接
生
じ
な
い
よ
う
に
、
原

因
と
結
果
の
間
に
は
「
過か

て
い程
」
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
過
程

で
は
、
数
多
く
の
補
助
的
原
因
が
働
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら

は
、
発は

つ
が芽
や
成
長
の
た
め
の
温
度
で
あ
り
、
土
中
の
適
度
の

湿し
め

り
気け

で
あ
り
、
成
長
を
助
け
る
栄
養
素
で
あ
り
、
太
陽
光

で
あ
り
、
水
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
助
因
（
縁え

ん

）
が
植
物
の

環
境
に
整

と
と
の
う
こ
と
で
、
因い

ん
が果
の
法
則
が
働
い
て
植
物
は
成
長

す
る
。
…
（
中
略
）
…

だ
か
ら
、
原
因
が
な
い
の
に
、
何
か
の
結
果
が
生
じ
る
こ

と
は
な
い
。
言
い
換か

え
れ
ば
、
理
由
も
な
く
偶ぐ

う
ぜ
ん然
、
何
か
が

起
こ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
現
象
界
の
物
事
に
は
、
必

ず
そ
の
背
後
に
原
因
が
あ
り
、
ま
た
結
果
を
生
む
た
め
の
縁

（
助
因
）
が
必
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
何
の
原
因
も
理
由
も
な

く
、
物
事
が
突
然
起
こ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
も
、
そ
れ

を
「
偶
然
だ
」
と
考
え
て
理
性
の
働
き
を
止
め
て
は
な
ら
な

い
。

理
性
は
、
神
の
子
た
る
人
間
が
神
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重

な
宝
で
あ
る
。
理
性
を
働
か
せ
て
物
事
の
原
因
を
つ
き
と
め

る
の
は
、
人
間
の
本
性
で
あ
る
。
そ
れ
を
晦く

ら

ま
す
こ
と
な
か

れ
。「
偶
然
に
」
起
こ
っ
た
と
見
え
る
物
事
の
背
後
に
は
、

そ
の
物
事
を
理
解
す
る〝
鍵
〞が
隠
さ
れ
て
い
る
。そ
の〝
鍵
〞

を
探
し
当
て
、
現
象
の
扉
を
開
い
て
物
事
の
原
因
を
見
つ
け

る
者
は
幸
い
で
あ
る
。
科
学
は
そ
れ
に
よ
っ
て
大
い
に
発
達

し
た
。
そ
れ
は
、
神
の
子
た
る
人
間
の
理
性
が
作
り
上
げ
た

偉
大
な
作
品
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…

理
性
の
力
で
悪
果
の
原
因
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
現
象

か
ら
目
を
上
げ
て
実
相
に
振
り
向
く
が
よ
い
。
悪
現
象
に
過

度
に
捉と

ら

わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
悪
現
象
の
背
後
に
悪
因
が
実

在
す
る
と
考
え
、
そ
れ
を
排
除
し
な
け
れ
ば
永
遠
に
悪
果
が

繰
り
返
す
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
悪
因
の
力
は
、
悪
果
が

現
象
す
る
こ
と
で
消
え
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
た
と
い
悪

果
の
原
因
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
善
の
種た

ね

を
蒔ま

く
努
力
を
せ

よ
。
闇
の
原
因
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
光
を
拡
げ
れ
ば
闇
は

自
然
に
消
え
る
よ
う
に
、
過
去
の
悪
を
思
い
出
せ
な
く
て

も
、
善
を
念
じ
、
善
を
語
り
、
善
を
行
な
う
こ
と
で
、
本
来

実
在
し
て
い
る
善
が
現
象
す
る
の
で
あ
る
。
…
（
後
略
）

『
日
々
の
祈
り
―
神
・
自
然
・
人
間
の
大
調
和
を
祈
る
』
一
七
二
〜
一
七
六
頁
よ
り

年
を
迎
え
る
秋
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
間
に
様
々
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た

が
、
と
り
わ
け
昨
年
末
に

発
生
し
た
〝
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
〞
に
よ
る
感
染

が
、
世
界
規
模
で
拡
大

し
、
多
く
の
国
々
で
感
染

者
が
発
生
し
た
た
め
に
、

世
界
各
地
で
パ
ニ
ッ
ク
状

態
が
起
こ
り
、
世
界
全
体

で
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る

方
が
な
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
二
〇
二
〇
年
の

八
月
に
開
催
予
定
で
あ
り

ま
し
た
「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
も
翌
年
に
延
期

さ
れ
る
と
い
う
異
常
事
態

と
な
り
ま
し
た
。

当
宇
治
別
格
本
山
に
お

き
ま
し
て
も
、
八
月
に
開

催
予
定
で
あ
り
ま
し
た
、

宝
蔵
神
社
盂
蘭
盆
供
養
大

祭
及
び
自
然
災
害
物
故
者

追
悼
慰
霊
祭
が
中
止
さ
れ

る
と
い
う
未
曾
有
の
事
態

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
開

発
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
有
効
な
対
処
法
は

い
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、
引
き
続
き
感
染
防
止

の
為
マ
ス
ク
の
着
用
や
三

密
（
密
閉
、密
集
、密
接
）

の
回
避
等
が
求
め
ら
れ
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
来
る

一
月
元
日
か
ら
三
日
に
か

け
て
宝
蔵
神
社
新
年
祭

が
、
ま
た
年
末
か
ら
翌
一

月
三
日
に
か
け
ま
し
て
初

詣
練
成
会
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
初
詣
練
成

会
に
つ
き
ま
し
て
は
中
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま

た
新
年
祭
に
つ
い
て
は
、

無
参
列
で
祭
典
が
と
り
行

な
わ
れ
る
事
と
な
り
ま
し

た
。宝

蔵
神
社
が
落
慶
し
ま

し
た
の
が
、
昭
和
三
十
五

年
の
八
月
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
翌
年
の
昭
和
三

十
六
年
一
月
に
第
一
回
の

宝
蔵
神
社
新
年
祭
が
執
り

行
わ
れ
て
以
来
、
今
回
は

第
六
十
一
回
目
を
数
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新

し
き
年
を
迎
え
、
本
尊
神

霊
に
ま
し
ま
す
生
長
の
家

大
神
様
を
は
じ
め
と
す
る

諸
神
諸
菩
薩
様
、
及
び
宝

蔵
神
社
に
斎
き
ま
つ
る
生

長
の
家
所
縁
の
御
霊
様
に

対
し
、
日
頃
の
御
護
り
と

お
導
き
に
感
謝
の
真
心
を

さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
拡
大
の
す
み
や
か

な
終
息
」
を
祈
念
申
し
上

げ
、
さ
ら
に
「
神
・
自
然
・

人
間
の
大
調
和
す
る
世

界
」
の
実
現
へ
の
決
意
を

こ
め
て
、〝
宝
蔵
神
社
新

年
祭
〞
を
お
仕
え
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
毎
年
こ
の
時
期

行
っ
て
い
ま
す
″
宝
蔵
ぞ

う
に
〞
の
無
料
接
待
に
つ

き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
を

避
け
る
た
め
に
、
残
念
で

す
が
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
宝
蔵
神
社
の
神

前
に
お
供
え
す
る
餅
飾
り

に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年

通
り
飾
り
付
け
を
し
て
お

供
え
い
た
し
ま
す
。「
年

の
始
め
に
、
新
た
に
生
ま

れ
る
つ
も
り
で
、
今
年
は

こ
の
鏡
餅
の
如
く
家
族
が

バ
ラ
バ
ラ
で
な
く
一
体
と

な
り
、
円
満
完
全
に
夫
婦

仲
良
く
致
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
象
徴
行
事
が
こ
の

正
月
の
餅
飾
り
で
あ
り
ま

す
。
多
数
の
皆
様
に
鏡
餅

奉
納
の
お
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

年
末
か
ら
正
月
に
か
け

て
の
初
詣
練
成
会
は
中
止

と
な
り
ま
す
が
、
入
龍
宮

幽
斉
殿
に
お
け
る
年
始
め

の
″
書
き
初
め
〞
及
び
、

報
恩
供
養
の
写
経
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
在

宅
用
の
用
紙
を
用
意
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

来
る
令
和
三
年
（
二
〇

二
一
年
）
の
新
年
は
、
こ

の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で
新

年
を
迎
え
る
と
い
う
、
か

つ
て
な
い
年
と
な
り
、
人

類
社
会
へ
の
試
練
が
今
し

ば
ら
く
続
く
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
世
の
中
に
偶
然
起

こ
る
こ
と
は
な
い
と
い
わ

れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大

に
つ
い
て
も
、
偶
然
で
は

な
く
必
然
に
発
生
し
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
ら

ば
そ
の
発
生
の
心
的
原
因

と
意
義
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
る
こ

と
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
今
は
世
の
中
が
ゆ
っ
く

り
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

常
に
神
想
観
を
実
修
し
て

心
を
静
め
て
、
一
歩
一
歩

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。
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困
難
を
光
明
化
し
よ
う

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山　

理
事
・
練
成
部
長　

長　

田　
　

忍
本
物
の
み
を
求
め
る
祈
り
で
、

夫
の〝
生
命
の
実
相
〞顕
現

Ｗ
．
Ａ　

（
70
代
女
性
）

合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

皆
様
ど
の
よ
う
に
日
々

を
お
過
ご
し
で
す
か
。

未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
経
験
し
、
感

染
予
防
の
た
め
ご
講
習
会

を
は
じ
め
本
部
や
教
区
の

各
種
行
事
が
軒
並
み
中
止

と
な
り
、
光
明
化
運
動
の

推
進
に
大
き
な
変
化
を
実

感
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宇
治
別
格
本
山
で
も
、

来
る
令
和
三
年
「
宝
蔵
神

社
新
年
祭
」
は
三
ケ
日
参

列
者
な
し
で
執
り
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
の
始
め
を
祈
る
初
詣
練

成
会
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
年
末
年
始
、
恒
例
の

「
新
年
祭
準
備
献
労
」
や

「
新
年
祭
奉
仕
」
も
宿
泊

を
伴
う
行
事
で
あ
り
、
や

む
な
く
中
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
二
〇
二
一
年

「
宝
蔵
神
社
新
年
祭
」
は

Facebook

″
生
長
の
家
宇

治
別
格
本
山
〞
公
式
ペ
ー

ジ
で
、
三
ケ
日
午
前
十
一

時
か
ら
十
二
時
三
十
分

迄
、
初
め
て
ラ
イ
ブ
配
信

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。新

た
な
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
宝
蔵
神
社
に
斎

い
つ
き

祀ま
つ

る
本
尊
神
霊
（
生
長
の
家

大
神
・
大
国
主
大
神
・
観

世
音
菩
薩
・
地
蔵
大
菩

薩
・
阿
弥
陀
如
来
）
や
ご

祖
先
様
に
一
年
の
お
導
き

と
お
護
り
に
対
し
、
感
謝

を
ご
一
緒
に
捧
げ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
三
月
短
期
練
成
会

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
、
毎

月
行
わ
れ
て
い
た
練
成
会

も
中
止
さ
れ
て
久
し
く
な

り
ま
す
。

練
成
会
は
皆
様
ご
存
知

の
よ
う
に
宿
泊
を
伴
い
ま

す
。大
部
屋（
五
十
四
畳
）

に
は
十
〜
二
十
名
が
宿
泊

さ
れ
ま
す
。
小
部
屋
（
二

十
一
畳
）
で
も
五
〜
六
名

は
入
ら
れ
ま
す
。
正
に
密

集
・
密
接
・
密
閉
の
状
態

そ
の
も
の
で
、
三
密
の
典

型
的
な
行
事
と
云
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

三
密
を
避
け
、
感
染
防

止
を
図
る
た
め
積
極
的
に

「
生
長
の
家
宇
治
宝
蔵
会

ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
会

員
八
百
六
十
名
）」
や
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
行
事
を
五

月
か
ら
開
催
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
で
繋
が
る
と
一

度
に
大
勢
の
人
が
講
話
を

同
時
に
聴
け
ま
す
。
ま

た
、
後
日
じ
っ
く
り
と
動

画
で
講
話
の
内
容
を
反
芻

し
な
が
ら
何
回
も
聴
き
直

せ
ま
す
。
移
動
す
る
時
間

が
な
く
、
交
通
費
も
い
り

ま
せ
ん
。
CO2
排
出
削
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。
終
わ
る

と
同
時
に
す
ぐ
家
事
に
も

か
か
れ
る
、
な
ど
な
ど

ネ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
は

多
々
あ
り
ま
す
。

現
に
宝
蔵
神
社
神
前
の

早
朝
行
事
の
ネ
ッ
ト
配
信

は
、
始
め
た
頃
の
九
十
名

か
ら
今
や
三
百
名
を
超
え

る
全
国
の
方
々
が
、
毎
朝

五
時
十
分
の
神
想
観
・
聖

経
読
誦
に
本
山
員
と
一
緒

に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

ま
さ
に
時
間
と
空
間
の

制
約
を
超
越
し
て
活
動
が

で
き
、
そ
の
範
囲
が
世
界

中
へ
と
拡
が
り
ま
し
た
。

方
や
ネ
ッ
ト
配
信
を
し

て
い
る
と
ネ
ッ
ト
で
は
得

難
い
、
生
（
ラ
イ
ブ
）
の

良
さ
が
際
立
っ
て
認
識
さ

れ
ま
す
。

・
互
い
に
手
を
取
り
合
っ

て
一
つ
円
に
な
っ
て
笑

う
・
互
い
に
拝
み
合
っ
て
握

手
す
る

・
休
憩
時
間
に
は
お
茶
を

飲
み
、
お
菓
子
を
頬
張

り
互
い
に
肩
を
寄
せ

合
っ
て
会
話
を
す
る

・
隣
で
同
じ
釜
の
飯
を
食

十
三
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン

講
話
を
す
ご
く
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
し
た
。
講
話

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
す
ぐ
〝
参
加
し
ま

す
〞
に
チ
ェ
ッ
ク
を
い
れ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
宝
蔵

会
の
入
会
の
仕
方
が
分
か

ら
ず
、
締
め
切
り
ぎ
り
ぎ

り
の
入
会
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

講
話
は
ア
ッ
と
い
う
間

の
一
時
間
で
し
た
。
久
し

振
り
に
聴
く
ご
講
話
で
、

宇
治
で
お
聴
き
し
て
い
る

時
と
同
じ
よ
う
に
笑
い
な

が
ら
一
心
に
メ
モ
を
取
り

ま
し
た
。
最
後
に
講
師
が

手
を
振
っ
て
く
だ
さ
っ

て
、
私
も
笑
い
な
が
ら
講

師
に
手
を
振
っ
て
、
講
師

の
お
顔
が
画
面
か
ら
消
え

た
瞬
間
に
涙
が
出
て
止
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分

自
身
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
す
ご
い
魂
の
悦
び
、

感
動
を
頂
き
ま
し
た
。

二
月
二
日
に
短
期
練
成

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
講
師
に
お
会
い
し
て
か

ら
は
、
ご
近
所
と
の
ト
ラ

ブ
ル
を
抱
え
た
り
、
ご
近

所
の
人
の
心
な
い
言
葉
を

し
て
い
る
の
か
、
声
が

聞
き
づ
ら
い

・
煩
雑
な
手
洗
い
、
手
指

の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

感
染
防
止
の
た
め
と
は

云
え
、
全
く
違
っ
た
日
常

生
活
へ
と
激
変
し
ま
し

た
。ネ

ッ
ト
に
繋
が
ら
な
い

人
や
救
い
を
求
め
て
い
る

人
は
、
こ
の
様
に
練
成
会

が
中
止
さ
れ
る
状
況
が
長

期
に
お
よ
ぶ
と
、
救
わ
れ

る
チ
ャ
ン
ス
が
失
わ
れ
ま

す
。何

と
か
こ
の
状
況
を
変

え
て
い
き
た
い
。
十
一
月

か
ら
毎
週
土
・
日
曜
日
に

講
話
を
大
講
堂
で
直
接
聴

け
る
よ
う
に
致
し
ま
し

た
。事

前
の
予
約
を
取
っ
て

二
十
名
に
人
数
を
制
限

し
、
も
ち
ろ
ん
感
染
防
止

の
対
策
に
は
十
二
分
に
配

慮
し
た
上
で
の
こ
と
で

す
。一

つ
ひ
と
つ
経
験
を
積

み
重
ね
、
一
歩
一
歩
前
進

し
、
一
日
も
早
い
練
成
会

再
開
を
め
ざ
し
体
制
を
整

え
る
べ
く
工
夫
を
積
み
重

ね
て
い
ま
す
。

困
難
や
暗
黒
に
見
え
る

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て

も
、
神
様
の
無
限
の
知
恵

と
愛
と
生
命
を
発
揮
し
つ

つ
、
円
満
完
全
大
調
和
を

信
じ
祈
り
つ
つ
、
明
る
く

前
進
す
る
こ
と
を
強
く
決

意
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
共
に
宇
治
練

成
会
の
再
開
を
心
待
ち
に

し
て
日
々
祈
っ
て
い
ま

す
。

 

再
拝

宇
治
講
師
陣
の
講
話
を
、聖
地
宇
治
の
会
場
に
聴
き
に
来
ま
せ
ん
か
？

◆
参
加
条
件

・
宿
泊
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
ご
予
約
は
電
話
ま
た
は
HP
・Facebook

の
お
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
し
て
く
だ
さ
い
。

・
参
加
人
数
は
20
名
迄
で
す
。

・
基
礎
疾
患
（
糖
尿
病
・
心
不
全
・
呼
吸
器
疾
患
（
C
O
P
D
等
））
を
持
っ
た
高
齢
者
・
透
析
を
受
け
て
い
る
方
・

流
す
こ
と
が
出
来
ず
、
傷

つ
い
た
り
し
ま
し
た
。
今

ま
で
は
浄
心
行
で
も
書
く

事
が
無
く
、
感
謝
、
感
謝

の
生
活
だ
っ
た
の
に
、
自

分
の
心
が
乱
れ
る
と
こ
ん

な
に
不
調
和
な
事
が
起
る

の
か
と
落
ち
込
み
、
講
師

の
講
話
で
、〝
歪
ん
だ
心

が
不
完
全
な
現
象
を
創

る
〞
が
身
に
沁
み
ま
し

た
。
本
当
に
そ
う
だ
と
つ

く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

神
想
観
を
し
て
も
現
象

観
に
な
り
、「
ガ
ン
を
治

し
て
く
だ
さ
い
と
祈
る
と

祈
れ
る
ん
だ
け
ど
」
と
思

べ
、
舌
鼓
を
う
つ

・
風
呂
で
互
い
に
背
中
を

流
し
合
う

・
枕
を
並
べ
て
寝
る

フ
ェ
イ
ス
to
フ
ェ
イ

ス
、
練
成
会
な
ら
で
は
の

当
た
り
前
の
風
景
が
一
瞬

に
し
て
消
え
、
二
メ
ー
ト

ル
の
距
離
を
保
ち
、
互
い

に
マ
ス
ク
を
し
て
話
し
合

わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
マ
ス
ク
に
隠
れ
て
相
手

の
表
情
が
つ
か
め
な
い

・
マ
ス
ク
越
し
で
何
を
話

練成部Facebook ページ→

https://www.facebook.com/sni.uji.rensei

毎朝 5:10 からの早朝行事、
練成部のエッセイ等発信しております。

宇
治
で
講
話
が
聴
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

免
疫
抑
制
や
抗
が
ん
剤
を
用
い
て
い
る
方
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

・
息
苦
し
さ
、
咳
、
だ
る
さ
、
軽
い
風
邪
症
状
等
、
当
日
体
調
不
良
の

方
・
37.0
℃
以
上
の
体
温
の
方
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
の
注
意
事
項

・
本
山
内
で
は
マ
ス
ク
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
付
で
販
売

し
て
い
ま
す
（
1
枚
50
円
））

・
ト
イ
レ
使
用
時
は
石
鹸
で
手
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
付
や
会
場
・
食
堂
・
ト
イ
レ
等
出
入
り
の
際
は
手
指
の
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
約
２
ｍ
）
を
守
り
、身
体
的
接
触
（
ハ

グ
や
握
手
）
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

・
注
意
事
項
を
守
っ
て
い
た
だ
け
な
い
方
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

◆
受
付
時

・
申
込
用
紙
の
体
調
記
入
欄
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◆
会
場
内
で
の
注
意
事
項

・
座
席
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守
り
、
椅
子
の
移
動
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

・
至
近
距
離
で
の
会
話
や
大
声
で
の
会
話
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
食
堂
利
用
時
の
注
意
事
項

・
マ
イ
箸
、
マ
イ
ボ
ト
ル
、
ハ
ン
カ
チ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
１
テ
ー
ブ
ル
に
1
名
ず
つ
座
り
、
皆
同
じ
方
向
を
向
い
て
食
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
椅
子
の
移
動
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
食
堂
内
で
の
会
話
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
込
み
方
法

・
電
話
〇
七
七
四
―
二
一
―
二
一
五
三
（
練
成
部
）

ま
た
はFacebook

か
HP
の
お
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
て

【
お
名
前
・
県
名
・
電
話
番
号
・
参
観
希
望
日
（
日
程
は
H
P
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
）】

◆
奉
納
金
（
昼
食
代
別
）

・
大　

人
…
1
，5
0
0
円

・
子
ど
も
（
３
〜
12
歳
）
…
7
5
0
円

宇
治
で
講
話
が
聴
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

聴講申し込み

宇治別格本山練成部公式
Facebookページはこちら
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため、書初め・写経は郵送のみの取扱いとさせていただきます。

新
春
書
初
め

写
経（
奉
納
金
）

令
和
２
年
12
月
１
日
〜

　
　
　
令
和
３
年
１
月
31
日
迄

神 

癒 

祈 

願

《
お
問
合
せ
》 讃

歌
・
聖
経
各
種
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
全
項
目（
20
枚
）五
千
円

　
　
　
　
一
項
目（
３
枚
）　
千
円

　
　
人
間
の
項
目（
８
枚
）　
千
円

２
０
０
円
以
上（
大
人・子
ど
も
共
通
）

　
お
申
し
込
み
、
送
金
が
宇
治
別

格
本
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。左
記
QR

コ
ー
ド
か
ら
も
で
き
ま
す
。

（
送
料
無
料
・
手
数
料
無
料
）

　
奉
納
金
は
随
意
で
す
。

　
詳
し
く
は
祈
願
部
神
癒
祈
願
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳しくは祈願部写経課
迄、お問合せください。

新 春 書 初 め と 写 経 の お 知 ら せ新 春 書 初 め と 写 経 の お 知 ら せ

新型コロナウイルス感染防止のため、参列者なしで執り行います。

宝蔵神社新年祭
令和三年元日・二日・三日
　宝蔵神社では元日から３日間、午前11
時より新年祭（無参列）を執り行い、生長
の家人類光明化運動・国際平和信仰運動
の益々の発展と世界の平和、国家の隆昌
を祈願いたします。

ライブ
配信

１月１日～３日

午前11時～12時30分
Facebookの“生長の家宇治別格本山”
公式ページにて

オンライン宝蔵会にご入会ください

い
、
な
か
な
か
実
相
が
観

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
人

に
は
「
肺
は
な
い
の
。
だ

か
ら
ガ
ン
も
な
い
の
、
神

の
子
だ
か
ら
病
ナ
シ
な

の
」
と
言
っ
て
お
き
な
が

ら
、
も
う
一
人
の
私
が
ガ

ン
を
し
っ
か
り
と
掴
ん
で

い
ま
し
た
。

お
聖
経
は
何
も
考
え

ず
、
雅
春
先
生
に
感
謝
、

ご
先
祖
様
に
感
謝
で
誦
げ

た
ら
い
い
の
で
、
一
日
十

巻
誦
げ
よ
う
と
決
め
感
謝

の
読
誦
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
ら
、「
現

象
で
な
く
た
だ
実
相
の

み
、
神
の
子
な
ん
だ
」、

と
い
う
こ
と
が
魂
に
入
り

込
ん
で
来
ま
し
た
。
百
六

十
日
位
掛
か
り
ま
し
た
。

病
気
で
苦
し
ん
で
い

た
祖
母
を
少
し
で
も
楽

に
な
ら
な
い
か
と
、
母

が
近
所
の
生
長
の
家
信

徒
の
方
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
三
重
県
教
化
部

で
開
催
さ
れ
る
練
成
会

を
勧
め
ら
れ
参
加
し
ま

し
た
。

母
は
帰
宅
後
、
練
成
会

に
参
加
し
た
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
玄
関

で
合
掌
さ
れ
た
」「
人
間

は
神
の
子
だ
と
言
っ
て
い

た
」
な
ど
、
楽
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
と
き
私
は
、
初
め
て
生

長
の
家
を
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
行
っ
て
良
か
っ

た
」
と
言
っ
た
の
で
、
生

長
の
家
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。

数
日
後
、
な
ぜ
か
地
元

青
年
会
の
人
た
ち
が
家
に

来
ら
れ
、
青
年
誌
友
会
の

誘
い
を
受
け
、
参
加
し
た

の
が
き
っ
か
け
に
、
青
年

会
活
動
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
母
の
「
行
っ

て
良
か
っ
た
」
と
の
言
葉

が
な
か
っ
た
ら
、
今
の
私

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
実
家
に
帰

り
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
三
十
日

の
夕
方
、
掃
除
中
に
脚
立

か
ら
落
下
し
て
動
け
な
く

な
り
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

腰
椎
骨
折
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。
年
末
年
始
の
時
節

柄
、
入
院
せ
ず
実
家
で
安

静
に
し
、
痛
み
が
落
ち
着

い
た
ら
和
歌
山
へ
行
っ
て

治
療
す
る
よ
う
に
言
わ
れ

ま
し
た
。

実
家
に
い
る
こ
と
を
聞

い
た
信
徒
の
方
が
宇
治
の

神
癒
祈
願
を
出
し
て
く
れ

ま
し
た
。

痛
み
で
寝
返
り
す
る
に

も
大
変
で
、
く
し
ゃ
み
や

咳
を
す
る
と
激
痛
が
走
り

ま
す
が
、『
祈
願
人
型
』

が
届
い
た
日
か
ら
痛
み
が

和
ら
ぎ
ま
し
た
。

妻
の
運
転
で
移
動
し
、

和
歌
山
の
病
院
に
入
院
。

コ
ル
セ
ッ
ト
を
装
着
す
る

と
痛
み
が
全
く
な
く
な
り

退
院
。
お
か
げ
さ
ま
で
骨

折
し
て
一
ヶ
月
で
職
場
復

帰
し
ま
し
た
。

毎
年
一
月
二
日
に
宇
治

宝
蔵
神
社
の
初
詣
に
ま
い

り
ま
す
。（
今
年
は
骨
折

の
た
め
参
列
で
き
ず
）
実

家
か
ら
車
で
約
一
時
間
半

で
宇
治
に
着
き
ま
す
。

新
年
祭
に
参
列
後
、
本

当
に
お
い
し
い
お
か
わ
り

自
由
の
雑
煮
を
頂
き
ま

す
。次

に
幽
斎
殿
に
昇
り
、

新
春
書
初
め
を
お
こ
な
い

ま
す
。
ま
た
、
末
一
稲
荷

神
社
に
て
教
勢
発
展
・
家

内
安
全
を
祈
り
、
全
国
流

産
児
無
縁
霊
供
養
塔
・
自

然
災
害
物
故
者
慰
霊
塔
に

て
祈
り
を
捧
げ
て
帰
宅
す

る
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い

ま
す
。

来
年
の
新
年
祭
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
参
列

で
き
な
い
の
は
大
変
残
念

で
す
。

宇
治
で
の
練
成
会
に

は
、
前
総
裁
谷
口
清
超
先

生
ご
指
導
の
特
別
練
成
会

や
、
短
期
練
成
会
、
ま
た

本
部
講
師
受
験
の
た
め
の

研
修
と
し
て
十
日
間
受

講
・
運
営
に
携
わ
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

平
成
九
年
四
月
に
は
、

妻
と
病
気
療
養
中
だ
っ
た

八
歳
の
娘
が
、
十
日
間
の

練
成
を
受
講
し
ま
し
た
。

娘
は
治
療
の
影
響
で
体
力

弱
く
、
個
室
を
用
意
し
て

頂
き
ま
し
た
。

当
時
の
総
務
・
楠
本
加

美
野
講
師
か
ら
個
人
指
導

を
受
け
た
り
、
招
聘
講
師

と
し
て
来
ら
れ
て
い
た
、

徳
久
克
巳
本
部
講
師
か
ら

も
激
励
の
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。

娘
は
練
成
会
か
ら
帰
っ

て
か
ら
時
々
「
私
は
神
の

子
完
全
円
満
」「
さ
あ
、

笑
い
ま
し
ょ
う
！
あ
っ

は
っ
は
ー
！
」
と
元
気
に

明
る
く
家
で
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
翌
年
の

平
成
十
年
一
月
に
昇
天
し

ま
し
た
が
、
毎
月
の
霊
牌

供
養
・
霊
宮
聖
使
命
・
永

代
供
養
を
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
の
で
、
宇
治
に
来

ま
す
と
娘
や
二
年
前
に
亡

く
な
っ
た
父
や
、
妻
の
両

親
に
逢
え
た
よ
う
な
、

あ
っ
た
か
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
ま
さ
し
く

「
魂
の
ふ
る
さ
と
」
で

す
。昨

年
よ
り
和
歌
山
教

区
で
は
、
写
経
の
実
修

を
信
徒
の
皆
様
に
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

今
年
三
月
に
開
催
さ

れ
る
は
ず
で
し
た
講
習

会
推
進
・
目
標
突
破
祈

願
の
た
め
、
今
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
祈
願
の
た

め
で
す
。
誌
友
会
が
開

催
で
き
な
い
の
で
、
自

宅
で
写
経
の
実
修
を
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。
提

出
さ
れ
た
方
は
「
心
が

落
ち
着
く
」
と
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
、
宇
治
別
格

本
山
の
発
展
に
寄
与
で

き
ま
す
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

長
か
っ
た
で
す
。
ご
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
祈
る
こ

と
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

主
人
の
病
状
は
今
す
ご

く
良
く
、
元
気
で
す
。
一

月
に
一
回
目
の
抗
ガ
ン
剤

を
打
つ
時
に
、
担
当
医
師

か
ら
、「
こ
の
薬
が
効
か

な
か
っ
た
ら
次
の
手
を
考

え
ま
す
よ
」
と
は
っ
き
り

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
主
人

は
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
希

望
を
失
っ
た
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
医
師
が

効
か
な
い
と
思
わ
れ
た
抗

ガ
ン
剤
が
効
い
た
ん
で

す
。
ガ
ン
が
小
さ
く
な
っ

た
の
で
す
が
、
三
回
目
の

抗
ガ
ン
剤
を
打
っ
て
C
T

を
と
っ
た
ら
、
肺
に
異
常

が
出
て
抗
ガ
ン
剤
が
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
肺
に
異

常
が
出
た
こ
と
は
ガ
ン
よ

り
も
怖
い
こ
と
の
よ
う
で

す
が
、
講
師
が
い
つ
も
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ピ

ン
チ
が
チ
ャ
ン
ス
に
な
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
は
抗
ガ
ン
剤
の
副
作

用
も
な
く
な
り
、
元
気
で

一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
条
件
無
し
の
神
様
に

全
托
で
す
。
良
い
言
葉
を

い
っ
ぱ
い
使
っ
て
、
二
人

で
大
い
に
笑
お
う
と
思
い

ま
す
。
こ
の
間
の
オ
ン
ラ

イ
ン
で
ご
講
話
の
前
に
職

員
さ
ん
の
大
き
な
笑
い
声

が
主
人
に
聞
こ
え
た
よ
う

で
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
に

も
昔
は
笑
う
た
め
の
道
場

あ
た
た
か
い
心
に
し
て
く
れ
る
宇
治

生
長
の
家
和
歌
山
教
区
教
化
部
長
　
古
　
田
　
圭
　
司

宇
治
を
愛
す
る
人
│
│
│
│
│
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新規入会希望の方は入会フォームよりお
申込みください。

入会フォーム→https://forms.gle/8d3MNcGvtRTh638C6

生長の家宇治宝蔵会ネットフォーラム
（Facebookグループ）にて
情報誌「宝蔵」PDF版の発信等をしております。
10 月 31日でライブ配信による講話及び動画の配信
は終了致しました。 年会費2,000円

が
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
私
よ
り
も
笑
う
こ

と
に
抵
抗
が
な
い
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

講
師
が
「
祈
り
ま
す
」

と
仰
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お

言
葉
が
ど
ん
な
に
私
に
力

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
か
、
本
当
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
又
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
講
話
を
し
て
く
だ

さ
る
と
の
こ
と
で
、
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
神

想
観
も
楽
し
み
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

オンライン宝蔵会にご入会ください



第 111 号 宇治だより 令和２年 11 月 2０ 日　　（4）

末一稲荷神社初午祭
第四十七回

教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております。教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております。

お申し込みは、地元の教化部または直接宇治別格本山祭司部窓口へ℡0774-21-5154（祭司部直通）　※奉納金額は随意

末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午末一稲荷神社初午
令和３年２月３日（水）午前 11 時～ 於：末一稲荷神社

お申し込みは、地元の教化部または直接宇治別格本山祭司部窓口へ℡0774-21-5154（祭司部直通）　※奉納金額は随意

教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております。教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております。。。。教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております教勢発展・繁栄祈願のお申込みをお待ちしております
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　護法の神である末一稲荷大神の御神徳を仰ぎ、神・自然・人間の大調和する
世界実現のため、皆様方には真心からの「教勢発展・繁栄祈願」をお申込みい
ただきますようご案内申し上げます。

　

入
会
す
る
に
は

　

霊
宮
聖
使
命
会
に
御
霊
を
入
れ
て
あ
げ
た
い
方
は
、
地
元

各
組
織
に
常
備
し
て
あ
る
申
込
書
及
び
霊
宮
聖
使
命
会
員
用

の
霊
牌
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
費
（
一
柱
に
つ
き
一
ヶ

月
百
円
）を
添
え
て
各
組
織
を
通
し
て
各
教
区
の
教
化
部
に
、

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

①
霊
牌
は
筆
に
て
個
霊
の
俗
名
を
ご
記
入
下
さ
い
。

②
昇
天
年
月
日
不
明
の
場
合
は
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ　
　

る
月
日
を
供
養
日
と
定
め
て
ご
記
入
下
さ
い
。

③
生
前
、
聖
使
命
会
員
で
な
か
っ
た
方
や
流
産
児
も
ご　
　

遺
族
等
の
お
申
し
出
に
よ
り
祭
祀
で
き
ま
す
。

　

祭　
　

祀

　

霊
宮
聖
使
命
会
に
申
し
込
ま
れ
た
霊
牌
は
、
宝
蔵
神
社
内

陣
の
光
明
宮
・
宝
蔵
宮
の
い
ず
れ
か
に
祭
祀
さ
れ
ま
す
。
光

明
宮
に
は
生
前
に
教
化
的
、
芸
術
的
な
活
動
を
し
て
い
た
方

を
、
ま
た
宝
蔵
宮
に
は
事
業
的
活
動
を
し
て
い
た
方
を
祭
祀

致
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
せ　

霊
宮
聖
使
命
会
事
務
部
会
員
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
七
四
（
二
一
）
二
一
五
六

祥
月
命
日
供
養
祭《
繰
上
日
》の
お
知
ら
せ

＊
新
年
祭
及
び
新
年
祭
準
備
・
後
片
付
け
の
た
め
、

　

年
末
年
始
の
祥
月
命
日
供
養
祭
を
左
記
の
日
程

　

で
繰
上
げ
て
執
り
行
い
ま
す
。

　
　

12
月
24
日
〜
27
日
分
↓
《
12
月
６
日
（
日
）》

　
　

12
月
28
日
〜
31
日
分
↓
《
12
月
13
日
（
日
）》

　
　

１
月
１
日
〜
５
日
分
↓
《
12
月
20
日
（
日
）》

※
繰
り
上
げ
日
以
外
の
日
で
も
唱
名
致
し
ま
す
。

　

案
内
ハ
ガ
キ
を
お
受
所
に
お
持
ち
下
さ
い
。

末
一
稲
荷
神
社
初
午
祭
に
よ
せ
て

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山
総
務
・
宮
司
・
祭
司
部
長

堀
　
端
　
芳
　
樹

第４７回

来
る
、
令
和
三
年
（
二

〇
二
一
年
）
二
月
三
日

（
水
）、
午
前
十
一
時
よ

り
末
一
稲
荷
神
社
に
お
き

ま
し
て
、
第
四
十
七
回
末

一
稲
荷
神
社
初
午
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。

初
午
祭
の
い
わ
れ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
和
同
四
年

（
西
暦
七
一
一
年
）
の
最

初
の
「
午
の
日
」
に
稲
荷

大
神
が
天
界
よ
り
天
下

り
、
京
都
の
伏
見
の
地
に

鎮
座
ま
し
ま
し
た
地
上
に

お
け
る
誕
生
の
日
と
さ

れ
、
現
在
の
暦
に
換
算
し

ま
す
と
、
二
月
の
最
初
の

午
の
日
を
「
初
午
祭
」
と

し
て
伏
見
稲
荷
大
社
を
は

じ
め
全
国
の
稲
荷
神
社
に

お
き
ま
し
て
御
祭
が
と
り

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

宇
治
別
格
本
山
の
「
末

一
稲
荷
神
社
」
に
お
祀
り

さ
れ
て
お
り
ま
す
御
神
霊

は
、
昭
和
五
年
の
三
月
に

谷
口
雅
春
先
生
が
「
生
長

の
家
」
誌
を
創
刊
さ
れ
た

折
り
、
谷
口
輝
子
先
生
が

近
所
の
婦
人
に
す
す
め
ら

れ
て
、
神
誌
の
普
及
拡
大

の
た
め
京
都
の
伏
見
稲
荷

大
社
よ
り
神
霊
を
受
け
ら

れ
て
以
来
、
四
十
五
年
間

先
生
の
ご
私
邸
に
お
祀
り

さ
れ
て
祈
願
が
な
さ
れ

た
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
御

神
霊
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
六
月
号

の
『
生
長
の
家
』
誌
の
中

で
、谷
口
雅
春
先
生
が「
高

野
山
の
奥
の
院
の
左
側
に

弘
法
大
師
を
そ
の
奥
山
に

案
内
し
た
稲
荷
の
霊
が
お

祀
り
し
て
あ
る
と
同
様

に
、
宇
治
本
山
の
開
拓
に

道
案
内
の
使
命
を
つ
と
め

ら
れ
た
稲
荷
大
神
の
神
霊

も
い
ず
れ
は
祭
祀
し
て
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
る
。」
と
お
書
き
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
九

日
の
立
教
四
十
五
年
を
機

に
宇
治
別
格
本
山
に
お
き

ま
し
て
「
末
一
稲
荷
神
社

遷
宮
祭
」
が
と
り
お
こ
な

わ
れ
、
末
一
稲
荷
の
神
霊

を
遷
座
申
し
上
げ
、
そ
の

御
神
徳
を
広
く
一
般
に
公

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
御
神
徳
に
つ
き
ま

し
て
、
末
一
稲
荷
神
社
神

殿
地
鎮
祭
祝
詞
の
中
で

「
そ
も
そ
も
稲
荷
大
神
は

宇
宙
の
生
成
化
育
の
霊
気

の
顕
現
に
ま
し
ま
し
、
五

穀
豊
穣
、
招
福
の
神
と
称

え
奉
ら
る
、
能
く
天
魔
鬼

神
を
も
、
そ
の
実
相
を
観

じ
て
正
道
に
導
き
給
う
神

に
ま
し
ま
せ
ば
、
こ
の
聖

で
は
、
こ
の
霊
験
あ
ら
た

か
な
末
一
稲
荷
神
社
に
お

き
ま
し
て
、
教
勢
の
ま
す

ま
す
の
発
展
と
繁
栄
を

願
っ
て
『
教
勢
発
展
・
繁

栄
祈
願
』
の
申
込
み
を
年

間
を
通
し
て
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
い
た
だ
き

ま
し
た
方
か
ら
、
毎
年
多

く
の
体
験
や
礼
状
が
ま

い
っ
て
お
り
ま
す
。
一
部

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
昨
年
よ
り
娘
の
大
学

合
格
祈
願
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

三
月
に
念
願
の
医
学
部
に

合
格
し
ま
し
た
。
Ｈ
．
Ｏ

さ
ん
」、「
昨
年
の
暮
れ
に

末
一
稲
荷
祈
願
で
、
就
職

祈
願
を
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
無
事
祈
願
が
成
就
し

ま
し
た
・
・
中
略
・
・
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
面

接
し
た
日
は
、
末
一
稲
荷

神
社
の
月
次
祭
の
日
の
十

九
日
で
し
た
。
Ｓ
．
Ｗ
さ

ん
」。
こ
の
ほ
か
毎
月
多

く
の
礼
状
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。多
く
の
方
に『
教

勢
発
展
・
繁
栄
祈
願
』
を

お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
勧
め
致
し
ま

す
。初

午
祭
当
日
は
、
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
数
の

『
教
勢
発
展
・
繁
栄
祈

願
』
申
込
書
が
、
ま
ご
こ

ろ
こ
め
た
祈
念
の
後
、
神

前
に
奉
安
さ
れ
、
宮
司
の

祝
福
祈
念
の
後
、
翌
年
の

初
午
祭
ま
で
同
神
社
内
に

奉
安
さ
れ
て
毎
日
聖
経

『
甘
露
の
法
雨
』
を
読
誦

し
て
祝
福
祈
念
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
混
乱
が
一
日
も
早

く
終
息
し
、
平
安
な
日
常

生
活
が
送
れ
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
教
勢
の
ま
す
ま
す

の
発
展
と
、
神
・
自
然
・

人
間
の
大
調
和
す
る
人
類

光
明
化
運
動
・
国
際
平
和

信
仰
運
動
の
さ
ら
な
る
進

展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

孫
が
高
校
に

合
格
し
ま
し
た
！

Ａ
．
Ｙ　

京
都
府（
70
代
女
性
）

こ
の
度
、
孫
の
合
格
祈

願
を
申
し
込
み
ま
し
た
と

こ
ろ
、
三
月
十
六
日
に
合

格
発
表
が
あ
り
、
第
一
希

望
の
府
立
高
校
に
合
格
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
人
も
大
変
喜
ん
で
お
り

ま
す
。

私
も
毎
日
、
日
時
計
日

記
に
「
合
格
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。」
と
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

嬉
し
い
ば
か
り
で
す
。

昨
年
、
外
孫
の
二
人
の

合
格
に
続
き
、
今
年
は
内

孫
の
合
格
に
嬉
し
い
こ
と

が
続
き
ま
し
た
。
感
謝
の

一
言
で
す
。

末
一
稲
荷
大
神
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

地
に
鎮
ま
り
ま
せ

ば
、
生
長
の
家
大

神
を
扶
け
奉
り
て

能
く
諸
人
を
教
化

し
諸
々
の
功
徳
を

授
け
給
う
こ
と
必

定
な
り
」
と
詠
わ

れ
て
い
ま
す
よ
う

に
繁
栄
の
神
様
と

し
て
、
ま
た
、
真

理
普
及
の
護
法
の

神
様
と
し
て
お
働

き
く
だ
さ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

宇
治
別
格
本
山

　

生
存
永
代

生
前
は
生
長
の
家
総
本
山
龍
宮
住
吉
本
宮
神
前
の
宝
筺
に

奉
安
さ
れ
、
神
様
の
祝
福
の
霊
波
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
死
後
は
、
生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山
の
宝
蔵
神
社
紫
雲

殿
に
遷う

つ
し
て
永
代
祭
祀
さ
れ
ま
す
。

　

故
人
祭
祀

既
に
霊
界
に
赴

お
も
むけ
る
人
を
、
宝
蔵
神
社
に
お
祀
り
し
て
あ

げ
た
い
と
親
族
等
が
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
永
代
祭
祀
用

『
甘
露
の
法
雨
』
の
表
に
故
人
の
名
前
を
書
き
、
故
人
の
霊

波
を
招
く
た
め
に
生
前
着
用
し
た
衣
類
が
あ
れ
ば
聖
経
に
挿

み
、お
祀
り
し
ま
す
。（
衣
類
は
な
く
て
も
祭
祀
で
き
ま
す
）

※
な
お
、
お
名
前
が
分
ら
な
い
場
合
、
例
え
ば
「
宇
治
一
郎

の・
・
・
・
・

父
比
古
命
」と
書
い
て
永
代
祭
祀
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

流
産
児
祭
祀

自
然
流
産
児
・
人
工
流
産
児
・
死
産
児
も
ご
家
族
の
一
員

で
す
か
ら
、そ
の
祭
祀
を
親
族
等
が
希
望
さ
れ
る
場
合
は「
實

相
妙
楽
宮
地
蔵
○
○
○
○
童
子
」
の
解
脱
名
を
以
て
永
代
祭

祀
で
き
ま
す
。

◎
申
込
用
紙　

生
存
者
用
・
故
人
用
・
流
産
児
用
の
三
種　
　
　
　
　
　

類
あ
り
ま
す
。

◎
奉
納
金　

一
名
又
は
一
柱
に
つ
き
十
万
円
以
上
。

◎
お
問
い
合
せ　

永
代
供
養
課　

☎
〇
七
七
四（
二
一
）二
一
五
五

お
礼
状
教
勢
発
展
・
繁
栄
祈
願


